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3. 日本の樹木とフロラにかんする追記 の国！こ固有の多くの美しい種績がわが国の公園にあま

針葉樹 ねくゆきわたり，そしてそれらの樹木が日本における

おそらく ，日本国を構成する諸島群のように，球果 と同じように繁茂するだろうことを陸信する。

植物の非常に多くの種頑を生ずる同様の地域は世界中 つぎに日本列島からもたらされたものとして記録さ

に存在しないで！あろう。南の長崎から北の箱舘まで， れた主要針葉樹およびその他の種類のリストを掲げ

松柏類はどこでも豊富で多くの種碩をもっている ；外 る。

国人が今日まで探検できたのはそれらの島島の極めて

狭い部分なので，おそらく内部の多くの山岳部には多

数のまったく新らしく，これまで発見されていない種

類が生育しているであろう。

日本人は常緑樹の偉大な賛美者であり，それらを最

良の状態で栽培するのにいろいろ手をかける。建築と

普通の用途に用いる材木の大きな部分は針葉樹であ

る。年間需要は帝国の全地域を通じて非常に大きく，

材木のストックが減少しないように，地主たちが年毎

に林業樹木のある種類の植付けを5郎 、られていること

がそれを物語っている。針葉樹はまた装飾の目的で非

常に多くF郎、られている。スギ，ヒノキ，コノテガシ

ワなどの刈込生垣は極めて普通であり ，ほとんどの庭

園で松柏類の種類を含まないものを見かけることはな

く，その多 くはほとんどグロテスクな形に刈込まれ仕

立てられている。

この国を横断する主要街道は両側に極めて一般的に

針葉樹の並木が植えられている。 アカマツ， クロマ

ツ，スギ，アスナロは多分この目的で普通に用いられ

ている種類であろう。これらの樹木はH寺たましか切込

まれないので大形になり ，また最も美しい典型的樹姿

になる。

全体として，針葉樹は日本てもは最も有用で最も一般

的に用いられている樹木である。旅行者逮によって発

見された大部分の種類は，現在ヨーロッパの庭園に導

入され，それらの大多数はわれわれの冬期の厳しさに

耐える十分な耐久性を立証され，それはほどな く，こ

1. 〔イラモミ：マッハタJAbies Alco1uzana 

〔Piceabicolor〔MAXIM〕MAYR.］気品の高い樹木で，

オールコック氏が富土登山中， 1860年に発見し，彼の

栄誉をたたえ命名された。富士山の襟高6,000-7,000

フィ ートに生育し，樹高90100フィー トに達する。

2. Saga momi〔サガモミニSaka-momiサカモミ

＝モミコAbiesbifida〔Abiesfirma S11rn. et Zucc.] 

葉の先端が2'f、裂した特殊な変異種である。ただ江戸

と神奈川の庭園に栽植されているのを見るだけであ

る。〔今日ではモミの若木と考えられている〕

3. Momi〔モミ〕， Abiesfirma 山岳地方に普通の

樹木で，標高3,0004,000フィートに生育している。

樹高80100フィー トに達する。

4. Itsuga〔Tsuga ツガ〕AbiesTsuga〔Tsuga

Sieboldii CARR.〕富士山の標高6,500フィー トに生育

が見られる。樹高80100フィ ー卜に達し，用材樹と し

て多大の価値がある。

5. J巴ssomatsu〔エゾマツJAbies jezoensis [Picea 

jezoensis〔Snrn.et Z仁cc.〕CARR.）この樹は蝦夷島lこ

産し，樹高60フィ ー トに達する。

6. Fusi matsu〔フジマツ＝カラマツコAbies leρto-

leかs〔LarixKaenψ＞feri〔LAMB.〕CARR.］富士山の標

高8,0008,500フィ ートに見出される。 この山の最高

の襟高地に生育する樹木として注目される。その最高

樹高は40フィー トであるが， 山を登るに従って3フィ

ー卜の准木に倭小化する。
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7. - 〔エゾマツ〕 Abies microsperma〔Pieea 

jazoensis (Srns. et Zucc.) CARR.〕本種はこれまで，

tM高20-30フィー卜に達するのが見られる箱館付近で

のみ見出される。

8. Tora momi〔トラモミ＝ハリモミ〕Abi esがlota 

[Piceaρolita(SrnB.巴t Zucc.〕CARR〕

日本北部の山岳地帯に生育する大形の樹木でbある。

樹高は80-100フィ ートに達する。〔本種1ま本州、｜（東北

南部，中古fl，近畿〉，四国，九州、｜に産する〕

9. - 〔シラベ〕AbiesVeitchii本穫は樹高100フ

ィートを超えて生育し，富士山の標高6,000-7,000フ

ィー卜で見られる。

10. Siwa〔シワ＝コノテガシワ〕Biota oriei伽 lzs

〔Thujaorientalis L〕樹高1820フィ ートの低木。江

戸付近で普通に見られる。

11. Ito sugi〔イトスギ＝イトヒパ〕Biotaρendula

〔Thujaorientalis L. var.ρendula P ARL.〕箱根山地

に見られる低木。装飾目的で庭園に広く栽植されてい

る。

12. Isa-bo hiba〔Tsabo・hibaチャボヒパ＝カマク

ラヒパ〕Biotajゆonica〔Chamaecy戸arisobtusa Snrn. 

et Zucc. var. breviramea MAST.］綾性の低木で，庭

園に栽植している。

13. ー 〔イヌガヤ〕Cephalotaxusdrupacea〔Ce

ρhalotaxus Harringtonia (KNIGHT) K. KoCH f. dru 

ρacea (Sim. et Zucc.）〕

樹高3540フィートに生長し， 日本南部の山岳地帯

に産する樹木。

14. Inu-kaya〔イヌガヤの園芸品〕Cψhalotaxus

pedunculata〔CゆhalotaxusHarringtonia (KNIGHT〕

K. KoCH f. Harringtonia］樹高20-25フィートに生長

する樹木。

した校をもち，樹高20-25フィートに達する。

18. ー 〔イブキまたはその変種ハイピャクシン〕

Junψerus ja戸onica〔］uni戸eruschi nensis L.〕媛小な

低木で，日本のほとんどの地域で見出される。

19. 〔ネズ〕］uniρerusrigida 優美な樹木で，

樹高20-30フィー トに達し，箱根山塊と熱海で見られ

る。ビヤクシン属のその他のいくつかの種は植物学者

によって未だ記載されていなL、。

20. - Nageia cuspidata倭小な 樹木て＼蝦夷

〔北海道〕では野生状態、で見られるとLづ。江戸近郊

の庭園に栽培されている。〔本種は学名の形容認，樹

形， 産地などから推定して， 多分イチイ （Taxuscu-

spidata Srrrn. et Zucc.）かその変種のキャ ラポク（var.

nana HoRT.〕を指しているものと思われる〕

21. Nagi 〔ナギ〕Naegiajα抑制ca 〔Podocarpus

nagi ZOLL et Moarη．〕樹高3040フィートに生長す

る。内陸部に見られ，また江戸の庭園に栽植されてい

る。

22. Aka-matsu tアカマツ］Pinus densifloraこの
国で最も普通の松の一つで，材は非常に一般的な用途

をも っている。樹高は40-50フィートに達し，帝国の

全域にわたり見られる。ロジンと墨は共に本磁と次種

から製造される。

23. Wo-matsu〔オマツ＝クロマツ〕PinusMasso 

niana〔Pinusthunbergii P ARLA'r.〕次種；こ非常に似て

L、るマツであるが， 一層大形になる。

並木に非常に広く植えられている し，また命：栽や枝

を水平に仕立てられ好まれる種類である。

24. Wiomi-matsu〔Wumimatsu海松チョウセン

ゴヨウ， チョウセンマツ］Pinzι－［Pinus koγaiensis 

Snrn. et Z ccc.J大形の樹で庭園に栽植されているが，

外国人がもたらしたものなのでこの地域の野生状態で

15. Cephalotaxus 削刊braculifera〔Taxusbaー は見られない。

ccata L. var. Dovastonii CARR.？ト ヴァストニイ？〕 25. Go yo ma tsu〔ゴヨウマツ＝ヒメコマツ〕Pinus 

〔本極は初め日本または中国産と誤認されていたと云 仰仰げlora箱根山地に生育する種で，庭園に多く栽嫡

う〕。 されている。樹高30-40フィー トに生長する。

16. Sugi〔スギ〕Cry戸tomeriajゆonica日本のシー マツ属のいくつかの他の種と変種はまだ記載されて

ダー。多分帝国で最も普通の針葉樹。樹高80-100フィ いない。それらのうちで最も特異なものは Shi-roツー

ートに達し，非常に真直ぐに伸びる。本種は長崎から matsu〔シモフリゴヨウ，， var.variegata MAY!l〕で，

箱館までの全地域に見られる。数多くの変種が庭園に 葉に斑が入っている。

栽植されている。 26. Maki Cマキ＝ラカンマキ〕PodocaゆusMaki 
17. Liu kiu momi〔リュウキュウモミ＝コウヨウ 〔Podocaゆusmacroρhylla (THUNE.) LAMB. var. Maki 

ザン〕Cu抑制nghamiasinensis〔CunninghamiaIan Srrn.J小低木で，装飾目的で庭園に栽植している。

ceolata (LAMB.〕HOOKER〕非常に優美な樹木で， 下垂 27. 〔ラカンマキ〕Podocarpusjaρonica〔Po-
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docaゆusmacroρhylla〔THUNE.) LAMB. var. Maki 密に生長する低木で，H音緑色の葉をつけている。富士

Srns.〕この樹は 日本でシーポノレ 卜博士によ り見出さ 山の山1PJ，箱根山と蝦災島に見出される。樹高は 15-

れ，庭園に装飾のため栽植されている。 20フィー トに生長する。〔松浦茂寿氏によれば箱根の

28. Fou-maki〔Fon-maki ホンマキ＝イヌマキ〕 ものは栽植品であるとのことである〕

Podacarpns macrophylla.本種は樹高20-30フィー 卜lこ 35. Asu』naroCアスナロ〕Thujopsisdolabrata日

生長する。 本における最も優美な常緑樹の ・つである。箱根山地

29. Hinoki〔ヒノキ〕Retinisρoraobtusa〔Chamae と日本北部の他の山地に見られる。また蝦夷の箱館付

cyparis obtusa (Sms. et Zucc.) SrnB. et Zt:cc.〕本種 近でも見出される。最も上品で優雅な樹木で，樹高30

は日本で最も優良な針葉樹の一つである。木材用およ 40フィートで，H昔緑色のしなだれた校をもっている。

び装飾用として共に大きな価値をも っている。日本人 日本人によって彼らの庭闘に広く栽植されていて高く

は 「太陽の樹」 とよんでいる。日本列山のほとんどの 評価されている。その一つは美しい斑入の葉をもった

山岳地柑：に普通に生育していて，樹高50-60フィー 卜 もの，他により小さな淡緑色の葉をつけているものな

である。 ど，いくつかの変種がある。

30. Sa-wa ra〔サワラ〕Retinisporapisifer’o〔Cha 36. Kaya 〔カヤ〕 Tor何~ya nucifera本種は樹高25-

maecy仰risρisifera〔SIEB.巴tZucc.) Srns. et Zucc.〕 30フィートに生長する。葉は暗緑色で，種子は日本人

本種は樹高20-30フィ ートに生長する。非常に優雅で により注意深く採集され，仁は食用に供される。普通

装飾用になるが，用材として価値ある十分な寸法には 日本の中部と南部に見られる。

達しな＼ 'o 

31. Shinobu-hiba〔シノブヒパ〕Retinis戸orasqu-

arrosa〔Chainaecy戸＇aris戸isiferaSnrn. et Zucc. var. 

p!umosa〔CAHR.)BEISS.〕妓生の樹木でj天青色（glau-

co us〕の葉をもち，庭園に装ffrl市Jとして広く殺植され
ている。 〔上に併記してある 学名 Retinisρorasqua 

rrosaのはヒムロ（C.pisifera Sms・etZ ucc. var. 

squarrosa (Smn. et Zucc.〕BE1ssN.et HocHST.ーを

指している〕

ヒノキ属のいくつかの種類はまだ記載されていな

。、
L
 
32. Koya maki〔コウヤマキ〕Sciadoかtysverticz 

llata傘形松。小枝の先に輪生する葉をつけているこ

とから，その植物名が由来しているこの特異な樹木は

発見されたばかりの種煩である。それは枝葉が密生し

ピラミッド形をした樹木で， Kiudin（？〕国の高野山

やその他の山岳地帯に豊富に見出される。最も高い樹

高をもち，おそらく 70-80フィートあり，根元まで校

でおおわれていて， 日本における最も俊明！な樹木の一

つである。本稜とその数多くの変艇は，その一つはl赴

入りの葉をもっているのであるが，日本人の庭園に広

く栽植されている。

37. ー 〔エゾマツ〕 Veitchia japonica 〔Picea

jezoensis (Srns. et Zucc.) CAnR.〕全く新しL、属で，

ただ一種知られているだけである。

本種の生育地についてはまだ知られていな＼'o 

38. So cho [Shio・ji シオジ〕 Fraxinusexcelsiore 

〔Fraxinusspaethiana LIKGsLSH〕 日本のアッシ。優

良な用材で，木目が粗く，重く，丈夫である。この地

域で非常に一般的に使用されてはいない。主にオー

ノレ，弓，矢にF郎、られている。

39. 0 row-schy〔Uru shi ウノレシ〕，Rhus verni-

cifeta〔Rhusverniciflua STOKES〕日本のワニスの木。

樹高 15-20フィート，名高い漆が得られる樹液と泊と

蛾を絞る種子を目的に専ら栽植されている。漆は早春

樹から採収される。切付環は漆が話芸み出るように樹幹

の周りに鋭いナイフで切付け，目的のために置いた容

器！こ集められる。それは初め樹から採ったときは白色

で，クリーム線の粘皮であるが，空気にさらされると

黒変する。この樹の種子は植物磁を採る近縁種のハゼ

〔Rhussuccedanea〕に似て，油脂を大量に含んでい

る。種子自体から油が採られるが，一方外被物から日

本のローソクの大半が作られる物質が採られる。

40. Ka-so 〔Ko-zoコウソ〕Broussonetiapapyri/era 

33. - 〔キャラボク ？〕Taxusta1diva〔Taxus [Brnussonetia Kazinoki x B. pa戸•yrifera］ 日本のペ

cuspidata SIEE. et Zucc. var. nana RllHD. ？］妓生 ーパー ・ツリー。 この低木は主要原和｜の形で製紙に用

る低木で， H音緑色の葉をもち，日本の山岳と江戸の庭 いられる樹皮を採るためにもっぱら栽植されている。

固に見られる。 校条が落葉して，長さ 45フィ ー トに伸びる 12-1月

34. Ara-ra-gi〔アララギ＝イチイ〕Taxuscusρidata に毎年刈取られる。樹皮は剥取られた後，数日間水に
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浸される。 内側の白皮は外皮カ、ら取分けられ，roliJ者は るのてや’それらのj少村Lはづ、形て志ある。この後の工程の

良質の紙を製するためi墓別される。樹Blはノ4ノレプに叩 次に天日に g:Iてて~iZ燥し，用途1二供される。 3 種煩の

f~平 され，後水てや訪＼： ＇，

ノレプがたま り，紙を 4並、く準備が完了する。紙を j少く あろうコ3 卜ロロアオイがこの地方で製紙用に栽植さ

際，パノレプの部分は縁りに沿って円く非常1こ静かに れている。前の二種の樹皮と後者の根が用いられて

（ほとんど目立たないほどに静かに〉流し出しなが いる。しかしコウゾは最も大量に後の二種は比較的

ら，抄枠中に取上げられる。純粋なノfノレプは希望の厚 小量に混ぜ合わされる。

さの紙を作るだけ保留され， 残り；;tifiiし去る。紙は手 〔平和学園茅ケ崎市〉

作業でつくられ，和紙はほとんど小形の紙業に抄かれ
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